
　グローバルで豊田合成グループの総合力を高めるため、人材育成と従業員一人ひとりが能力を最大限に発揮できる職場環境

づくりを推進しています。

人材育成の促進

　ビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル

技術を活用して、生産工程や製品の刷新、またビジネスモデ

ルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企

業文化・風土を変革し、競争優位性を勝ち取るため、DXを推

進していきます。このDX推進を図る人材の育成が急務で

あり、2022年1月より、新たな教育を導入し、デジタルコア

人材の育成を図っています。

　これにより、業務の革新や市場での競争力の確保ができ、

市場の変化に対し、柔軟かつ迅速に対応ができる組織へと

成長していきます。

（2021年度は、スタンダードレベル81名を認定）

DX推進を担う「デジタル人材」の育成

　生産現場のモノづくり力を高めるためには、技能員一人

ひとりの技能向上は欠かせないため、「技能重視の風土の醸

成」を基本方針に、2019年度に３つの道場を立ち上げました。

　「専門技能伝承道場」は、管理監督者へ監督業務だけでなく専

門技能の力を身に付けさせることを目的としており、異常処置能

力を高めるため不良のメカニズムを学ぶ研修を立ち上げました。

　保全員育成のために立ち上げた「保全技能伝承道場」では、

ロボット化・IT化に対応すべく応用レベルの研修を追加しまし

た。さらに現場では協働ロボット活用による自働化推進のため、

一般技能員に対してもロボットティーチング技能の研修を行っ

ています。2022年度は協働ロボット活用による既存工程の自

働化推進者育成のカリキュラム作成にも着手しています。

　「金型技能伝承道場」では、国内、および海外拠点の金型保

全員を対象に「基礎技能研修」、「トレーナー研修」を行っており、

延べ100名が巣立っています。

　また、2017年から「技能五輪」への挑戦をはじめ、本来業

務に関連する高度な技能と知識を習得することで、将来、生

産現場で活躍できる若手の人材育成にも取り組んでいます。

これらの育成取り組みを続けることで、当社を支える、「強い

モノづくり現場」を実現していきます。

製造現場の技能力を高める「専門技能伝承道場」「保全技能伝承道場」「金型技能伝承道場」

　当社で働く上で必要なスキル・能力の向上のために、仕事

の基本である「問題解決力」、コミュニケーションを柱とした

「チームで働く力」、そして強い現場力のための「基本技能」の

3つの柱で人材育成を促しています。

　また、事業環境の変化へ対応するため、変革を実現するプ

ロジェクトリーダーの育成や、DXを推進するためのデジタ

ル人材の育成のため、新しい研修も立ち上げました。研修方

法も「オンライン研修」や「eラーニング」など、新しい手法を

積極的に導入しています。

教育プログラムを充実し、人材育成を活性化

「基本能力」 研修
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デジタル人材育成の体系
必要な DX 人材 2021年度

実績
2025年に向けた

育成計画

データサイエンティスト 大量のデータから情報を抽出・
分析し業務改善へ反映できる 57名 150名

デジタルアーキテクト  最新のクラウド技術などに精通
し実装ができる 24名 100名

 DXリーダー デジタル人材を指揮してDX を
推進できる －※ 20名

　将来の経営を担える人材の計画的な育成のため、経営レ

ベルでのモノの見方・考え方を習得し、視野の拡大・判断力

向上を目指すなど、より高い職責を担える素養を磨くため

のプログラムを導入しています。海外においても、課題設定

型問題解決の認定制度を導入するなど、グローバルで幹部

候補の育成に取り組んでいます。

　経営人材の継続的育成を行うことで、当社の経営基盤を

支える人材を確保していきます。

グローバル経営幹部候補育成

TG Spirit（豊田合成グループの仕事に対する共通の価値観）

問題解決力11 22 チームで働く力

業務に必要な基礎能力

33 基本技能

普遍的に求められる人材 経営環境により求められる人材
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グローバルで活躍できる人材

　当社では「問題解決」を柱とした育成に加え、事業環境変

化への対応や経営戦略の実行に必要な専門性や能力・スキ

ルの開発が必要と考え、新たな価値創出や業務の革新をリー

ドするための新しい発想・アプローチ等のスキルを学ぶ研

修を開講しました。育成対象とするプロジェクトリーダー

のタイプは、①新規ビジネス・新製品の創出を行う「ビジネ

スリーダー」　②業務プロセスを革新する「業務革新リーダー」　

③デジタル人材を指揮して、DXを推進する「DXリーダー」

の3タイプになります。この研修は、2022年9月より、本格

的に実施しています。

VUCA時代のプロジェクトリーダー研修

　① ビジネスリーダー ② 業務革新リーダー

必要な能力
・シナリオプラニング
・マーケティング
・ビジネスモデル
・事業計画 等

必要な能力
・顧客ニーズ収集、解析
・業務分析
・投資対効果
・プロセス設計 等

データサイエンティスト デジタルアーキテクト

《デジタル人材》

③    DXリーダー

必要な能力
・アジャイルプロセス
・デザインシンキング
・データサイエンス
・デジタルアーキテクチャ等

IT技術を
有効活用

※2022年度より実施のため

　若手が入社後3年間で独り立ちをするための制

度「若手OJT制度」を導入しています。PDCAサイ

クルに沿った仕事ができるように、職場でのOJT

と研修の両輪を回し、若手の早期育成を図ります。

　また、入社２年目・4年目・6年目の節目にもヒア

リングを行い、能力発揮や個々の成長の把握と育

成課題の早期発見・対策にも取り組んでいます。

若手OJT制度 年次
項目 入社1年目 入社2年目 入社3年目

OJT
〈職場〉
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   若手ヒアリング
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   PDCAに基づく、仕事の指導配
属
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